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に

は

じ

め

和
歌
山
市
で
は
、
昨
年

『和
歌
山
市
文
化
財
総
合
調
査
報
告
０
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ひ
と

つ
の
研
究
分
野
ご
と
の
報
告
書
と
い
う
形
態
を
と
ら
ず
、

三
疋
地
域
に
お
け
る
各
種
の
幅
広

い
文
化
財
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

幸
い
に
も
各
方
面
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．

今
回
、
調
査
を
担
当
さ
れ
た
諸
先
生
方
の
ご
努
力
に
よ

っ
て
、
そ
の
続
編
を
上
梓
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
が
、
前
書
と
も
ど
も
和
歌
山
市
の
郷
土
文
化
の
理
解
と
研
究
に
役
立
つ
こ
と
を
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
ｃ

昭
和
五
十
四
年
二
月

宇 畜
治賣

田

省



出
版
に
際
し
て

文
化
財
総
合
調
査
は
、
国

。
県

。
市
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
各
種
の
文
化
財
の
実
態
を
調
査
し
、
指
定
文
化
財
と

比
べ
て
遜
色
の
な
い
も
の
を
掘
り
起
す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
諸
先
生
方
の
ご
熱
意
に
よ

り
、
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
指
定
等
の
処
置
に
よ
っ
て
保
護

・
顕
彰
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
私
共
教
育
委
員
会
に
残
さ
れ
た
課
題
で

あ

り

ま

し

ょ
う

。

本
書

の
出
版
に
あ
た
り
、
調
査
に
こ
こ
ろ
よ
く
御
協
力
く
だ
さ

っ
た
文
化
財
管
理
者

の
方

々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
二
月

和

歌

山

市

教

育

委

員

会

１

ｌ

Ｉ

ヨ

ヨ

ー

■

日

―

日

Ｐ



夕J

口

一
、
本
書
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
昭
和
五
十

一
年
度
の
三
ヵ
年
度
に
わ
た
っ
て
お
こ
な

っ
た
文
化
財
総
合
調
査
の
う
ち
、
昭
和
五
十

・
五
十

一
年
度
の
調
査
に

関
す
る
記
録
で
あ
る
。

一
、
同
年
度
の
調
査
は
、
和
歌
山
市
北
部

。
中
部
地
域
の
文
化
財

（史
跡

・
埋
蔵
文
化
財

・
建
造
物

・
古
文
書

・
植
物
）
の
う
ち
、
各
種
の
指
定
を
受
け
て
い
な

い

も
の
に
つ
い
て
お
こ
な

っ
た
。

一
、
調
査
は
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
、
左
記
の
調
査
担
当
者
が
お
こ
な

っ
た
。

日
　
中
　
敬
　
中
心
（木
国
文
化
財
協
会
会
長
）

薗
　
田
　
禾
［
　
融

（関
西
大
学
文
学
部
教
授
）

一呂
　
田
　
啓
　
一
一
（和
歌
山
市
史
編
さ
ん
委
員
）

松
　
田
　
茂
　
樹

（
日
本
建
築
学
会
特
別
会
員
）

〓
一　
尾
　
　
　
功

（和
歌
山
市
教
育
委
員
会
主
幹
指
導
主
事
）

中
　
村
　
正
　
寿

（和
歌
山
県
生
物
同
好
会
会
長
）

一
、
収
録
し
た
写
真
は
、
調
査
担
当
者
の
撮
影
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
に
、
社
会
教
育
課

（池
本

・
木
村

・
大
野
）
で
撮
影
し
た
も
の
を
含
む
。

一
、
製
図
は
、
調
査
担
当
者
の
指
示
の
も
と
に
社
会
教
育
課
文
化
財
係

（大
野
）
で
お
こ
な

っ
た
。

一
、
本
書
に
掲
載
し
た
地
図
は
、
主
と
し
て
和
歌
山
市
都
市
計
画
図
を
用
い
た
。

一
、
調
査
事
務
局
お
よ
び
調
査
協
力
者
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
　
務
　
局

（
昭
和
五
十
年
度
調
査
）

稲
　
垣
　
　
　
優

（教
育
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
田
　
栄

　
一

（社
会
教
育
課
長
）

円石
　
橋
　
世
　
始

（社
会
教
育
課
文
化
係
長
）　
　
　
　
　
　
一局
　
垣
　
正
　
人

（社
会
教
育
課
主
事
）



（
昭
和
五
十

一
年
度
調
査
）

稲
　
垣
　
　
　
優

（教
育
長
）

芝
　
本
　
弘
　
雄

（社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
）

一尚
　
垣
　
正
　
人

（社
会
教
育
課
主
事
）

（報
告
書
作
成
）

稲
　
垣
　
　
　
優

（教
育
長
）

芝
　
本
　
弘
　
雄

（社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
）

調
査
協
力
者

（敬
称
略

・
順
不
同
）

淡
島
神
社

・
大
同
寺

・
了
法
寺

・
西
岸
寺

。
日
前
宮

・
竃
山
神
社

・
丹
生
神
社

・
木
本
八
幡
宮

・
矢
の
宮
神
社

・
武
内
神
社

・
全
正
寺

・
蓮
乗
寺

・
大
畑

古
備
慶
二
郎

・
伊
喜
利
良
信

。
中
野
　
清

。
和
田
信
彦

・
紀
　
俊
嗣

・
紀
　
俊
武

・
山
口
正
三

・
林
　
久
堅

・
山
本
厳
郎

大 池 坂

野 本 田

木 児

村 鳴

哲 義 栄

　

一

（社
会
教
育
課
長
）

正
　
之

（社
会
教
育
課
主
任
）

左
千
夫

（社
会
教
育
課
非
常
勤
嘱
託
）

一
（社
会
教
育
課
長
）

文

（社
会
教
育
課
主
任
）
　
　

大
　
野
　
左
千
夫

（社
会
教
育
課
技
師
）



次

目

西
岸
寺
の
板
碑

（安
藤
一彦
四
郎
の
墓
）

薗

田
香
融

和
歌
山
市
北
部
に
お
け
る
歴
史
的
建
造
物

松
ＦＬＩ
茂
樹

城
北

。
加
太

。
有
功
地
区
の
遺
跡
お
よ
び
遺
物

了
法
寺
所
蔵
日
進
白
筆
遺
文
に
つ
い
て

三
尾
　
功

和
歌
山
市
中

・
北
部

の
社
叢

中
村
正
寿

和
歌
山
市

の
石
造
物

（
二
）

円
中
敬
忠

28384682



図
版
第

一

図
版
第
二

図
版
第
二

図
版
第
四

図
版
第
五

図
版
第
六

図
版
第
七

図
版
第
八

図
版
第
九

図
版
第

一
〇

図
版
第

一
一

図
版
第

一
二

図
版
第

一
三

図
版
第

一
四

図
版
第

一
五

図
版
第

一
六

図
版
第

一
七

図
版
第

一
八

次

目

西
岸
寺
板
碑
　
０
側
面
　
②
正
面
　
③
裏
面
（部
分
）

④
正
面
（部
分
）

西
岸
寺
板
碑
　
０
板
碑
台
石
と
水
鉢
　
②
西
岸
寺
無
縁
塔
　
０
安
藤
彦
四
郎
念
持
仏

友
ケ
島
灯
台
　
０
灯
台
と
旧
官
合
　
②
旧
官
合
　
０
旧
官
合
（部
分
）

淡
島
神
社
　
０
拝
殿
　
②
本
殿
（
側
面
）

０
陣
屋
表
門

淡
島
神
社
　
０
陣
屋
表
門
（部
分
）

②
客
殿
玄
関
　
③
書
院
内
部

大
同
寺
握
り
仏
　
０
握
り
仏
（約
％
大
）

②
握
仏

淡
島
神
社
滑
石
製
玉
類
　
０
滑
石
製
勾
玉
　
②
滑
石
製
管
玉
　
Ｑ
滑
石
製
小
玉

了
法
寺
日
蓮
遺
文
　
０
さ
し
き
の
女
房
御
返
事
　
②
同
一暴
書

了
法
寺
日
蓮
遺
文
　
０
日
蓮
自
筆
遺
文
断
簡
　
②
同
裏
書

了
法
寺
日
蓮
遺
文
　
０
伯
者
殿
丼
諸
人
御
中
御
返
事
（
断
簡
）

②
同
裏
書

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
石
灯
籠
①
　
②
石
灯
籠
②
　
③
武
内
宿
祢
誕
生
井
④
　
④
道
標
⑤

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
武
内
宿
祢
誕
生
所
碑
　
②
同
裏
面
（部
分
）

０
静
火
社
旧
地
碑
⑨
　
Ｏ
菖
蒲
井
⑬
　
Ｑ
菖
蒲
井
（部
分
）

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
地
蔵
の
辻
⑩
　
②
徳
勒
津
宮
遺
址
碑
②
　
③
宝
医
印
塔
①
　
④
笠
石
塔
④

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
庚
申
碑
（右
か
ら
１０

・
Ｈ

・
１２

・
‐３

・
‐４

・
‐５

。
‐６

・
‐７
）

②
庚
申
碑
⑩

和
歌
山
の
石
造
物
　
①
庚
申
碑
⑪
　
②
庚
申
碑
⑫

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
庚
申
碑
⑭
　
②
庚
申
碑
⑬
　
②
庚
申
碑
（
１６
右
と
１７
左
）

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
道
標
②
　
②
手
水
鉢
②
　
③
香
炉
④
　
Ｏ
地
蔵
④

和
歌
山
の
石
造
物
　
０
祗
園
南
海
墓
碑
⑫
　
②
正
清
院
火
葬
跡
碑
０

０
畔
田
翠
山
墓
碑
⑭
　
Ｏ
李
真
栄
墓
碑
①
　
り
李
梅
渓
墓
碑
⑩
　
⑥
李
梅

渓
母
墓
碑
⑦

ｌ

ｌ

Ｊ



図
版
第

一
九

図
版
第
二
〇

図
版
第

二

一

図
版
第
二
二

図
版
第

二
三

図
版
第
二
四

図
版
第
二
五

図
版
第

二
六

図
版
第

二
七

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

和
歌
山
の
石
造
物

０
本
居
大
平
菓
碑
①
　
②
本
居
大
平
墓
碑
⑩
　
Ｏ
本
＝
建
正
墓
碑
⑩
　
Ｏ
本
居
永
平
基
碑
⑫

Ｏ
本
居
都
至
子
墓
碑
Ｏ
　
②
本
居
布
地
子
墓
碑
０
　
０
本
居
雪
子
墓
碑
⑮
　
Ｏ
本
居
家
先
祖
親
族
墓
遥
拝
所
碑
⑩

Ｏ
手
水
鉢
⑩
　
②
鬼
勝
基
碑
①
　
Ｏ
上
辻
邦
彦
墓
碑
⑩

Ｏ
水
野
重
仲
幕
碑
①
　
②
鈴
木
孫

一
墓
碑
０
　
０
紀
泉
国
境
碑
０
　
０
仁
井
田
好
古
墓
碑
○

０
塊
亭
句
碑
①
　
②
芭
蕉
句
碑
①
・
０
京
山
恭
安
斎
碑
①
　
Ｏ
京
山
恭
安
斎
墓
碑
⑫
　
Ｑ

一
石
五
輪
塔
⑩
　
⑥

一
石
五
輪
塔

（部
分
）

０
板
碑
①

Ｏ
鈴
木
孫

一
基
碑
Ｏ
　
②
野
際
白
雪
墓
碑
０
　
０
和
田
正
主
墓
碑
⑩
　
田
荒
川
景
元
墓
碑
〇

田
道
標
Ｏ
　
②
道
標
０
　
０
手
水
鉢
⑩
　
Ｏ
手
水
鉢
○
・
働
力
石
（７２

・
７３
）

田
力
石
Ｏ
　
②
正
清
院
墓
碑
０
　
０
石
灯
籠
０
　
０
手
水
鉢
Ｏ
　
Ｕ
御
用
井
戸
○

０
安
藤
直
次
墓
碑
⑩
　
②
石
製
狛
大
⑩

目

西
岸
寺
の
板
碑
略
図
（
約
５０
分
の
ｌ
Ｙ

次

友
ヶ
島
灯
台
の
位
置

灯
台
各
階
平
面
図

図
１

図
２

図
３

図
４

図
５

図
６

図

７

図
８

図
９

灯
台
敷
地
平
画
図
（
約
４００
分
の
ｌ
Ｙ

旧
灯
台
官
舎
平
面
図

淡
島
神
社

の
位
置

1  11   917  16 15 13  12

社
殿
平
面
図

客
殿
平
面
図

山
口
御
殿
の
位
置



宝
暦
七
年
聖
護
院
門
跡
入
部
日
程

山
口
小
学
校
に
の
こ
さ
れ
た
石
橋

山
口
御
殿
平
面
図

―
‘
Ｉ
Ｊ

図
１０

図
Ｈ

図
１２

図
１３

図
１４

図
１５

図
１６

図
１７

図
‐８

図

１９
図
２０

図

２．

図
２２

図

２３
図
２４

図
２５

図
２６

図
２７

図
２８

図
２９

図
３０

旧
山
口
御
殿
付
近
の
現
況

遺
跡
の
位
置
（
１

・
城
北
遺
跡
２

・
大
同
寺
３

城
北
地
区
出
土
の
叩
き
石
な
ど

城
北
地
区
出
土
遺
物

城
北
地
区
出
土
遺
物

城
北
地
区
出
土
遺
物

平
の
谷
遺
跡
出
土
遺
物

了
法
寺
の
位
置

48  48  47  47  47  47  46  41  38  35  33  32  31  30  30  28  26  25  24  19  18

社
叢
の
位
置
（
１

・
竃
山
神
社
　
２

ｏ
日
前
宮
　
３

・
丹
生
神
社
　
４

彦
五
瀬
命
墓

社
殿
東
側
の
樹
林
・

社
殿
東
側
傾
斜
地
の
樹
木
分
布
図

社
殿
西
側
の
樹
林

玉
垣
内
塚
上
の
木
立



玉
垣
内
の
木
立

図
３‐

図
３２

図
３３

図
３４

図
３５

図
３６

図
３７

図
３８

図
３９

図

４０
図 図 図 図 図 図 図 図 図 図 図
51  50  49  48  47  46  45  44  43  42  41

樹 黛 内
株 要

玉
塚
内
塚
上
の
樹
木
分
布
図

境
内
地
樹
木
奪
π
状
）分
布
図

竃
山
神
社
社
叢
の
植
物

竃
山
神
社
社
叢
の
植
物

日
前
国
懸
神
宮
社
叢
の
植
物

日
前
国
懸
神
宮
社
叢
の
植
物

日
前
宮
境
内
平
面
図

ホ
ル
ト
ノ
キ

の
大
木

木
ノ
本
入
幡
宮
の
位
置

木
ノ
本
八
幡
宮
付
近
の

本
ノ
本
八
幡
宮
参
道
の

木
ノ
本
八
幡
宮
飛
地
境

木
ノ
本
八
幡
宮
の
社
叢

木
ノ
本
八
幡
宮
境
内
の

丹
生
神
社
の
位
置

地
形

木
立

81  75  75  74  74  73  67  67  66  66  66  66  65  64  63  57  56  55  49  48  48

丹
生
神
社
と
馬
場
栗
栖

丹
生
神
社
社
叢

調
査
区
域
図

丹
生
神
社
境
内
樹
林

丹
生
神
社
社
叢
の
植
物



図

５２

図

５３

図

５４

和
歌
浦
天
満
宮
　
灯
籠
の
配
置
・

安
藤
家
墓
地
の
京
碑
配
置
図

本
ノ
本
八
幡
宮
の
社
叢
（東
か
ら

，

ｌ
ｌ
Ｊ

120 110  81
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城
北

・
加
太

・
有
功
地
区
の
遺
跡
お
よ
び
遺
物

｛呂

田

啓

城
北
地
区
の
出
土
資
料

人
家
の
建
て
こ
ん
だ
今
日
で
は
、
旧
市
街
地
の
考
古
学
資
料
の
収
集
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
ち
か
い
状
態
で
あ
る
っ
和
歌
川
以
南
の
地
域
で
は
、
さ
き
に

『和
歌
山

市
文
化
財
総
合
調
査
報
告
０
』
に
記
載
し
た
関
戸
周
辺
が
ひ
と
つ
の
海
浜
生
活
濫
暢
の
地
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
に
、
今
ひ
と
つ
北
で
は
、
鷺
ノ
森
を
中
心
と
す

る
城
北
地
区
が
あ
る
。
古
墳
時
代
に
は
、
岡
公
園
付
近
か
ら
東
南
に
の
び
る
砂
丘
北
麓
地
域
で
あ
る
。
後
者
は
古
墳
で
あ
る
が
、
関
戸
古
墳
よ
り
は

一
世
紀
ば
か
り
お

く
れ
た
七
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
般
的
通
念
的
な
推
論
と
し
て
、
周
辺
の
大
規
模
な
遺
跡
、
た
と
え
ば
大
田
黒
田
遺
跡
か
ら

一
連
の
日
前
宮
周
辺
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
、
南
で
は
南
神
前

・
井
辺
遺

跡
と
、
周
辺
を
と
り
ま
か
れ
た
弥
生
農
耕
社
会
の
終
り
ご
ろ
、
ひ
と
つ
の
職
業
分
化
の
形
で
、
陸
化
し
た
海
浜
の
適
地
に
漁
粉

・
製
塩
等
の
生
活
の
場
を
も
と
め
た
の

が
関
戸
遺
跡
で
あ
り
、
北
で
は
城
北
遺
跡
と
い
う
こ
と
に
な
る
）^
製
塩
は
顕
著
な
物
証
を
も
た
な

い
か
ら
ど
う

か
と
思
う
が
、
海

へ
脚
を
い
れ
た
生
活
の
場
で
あ
る
こ
と
に
相
異
な
い
。

１
　
城
北
遺
跡
　
旦
（体
的
に
は
、
京
橋
と
寄
合
橋
を
北
に
見
通
し
た
線
内
を
ほ
ぼ
中
心
と
す
る
地
域
で
あ

っ

て
、
鷺
ノ
森
周
辺
が
分
布
が
密
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で

「
鷺
ノ
森
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

こ
の
辺
は
、
ふ
る
く
宇
治
と
総
称
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
」
な
ど
の
古

い
文
献
に
も

「菟
道
」

の
こ
と
ば
が
み
え
、
古
代
末

・
中
世
に
は

「
紀
伊
湊
」
と
し
て
北
寄
り
の
接
岸
地
域
に
は
、
河
海
の
物
資
集
散

の
要
津
と
な
り
、
更
に
、
三
日
市

・
六
日
市

・
七
日
市
等
の
商
買
群
衆
の
地
に
発
展
し
、
町
の
歴
史
も
も

っ
と

も
占
く
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
途
上
に
あ

っ
た
昭
和
二
三
年
頃
か
ら
、
吉
備
慶
二
郎
氏
が
水
道
工
事

。
道
路
工

事
等
の
あ
と
を
追

っ
て
、
城
北
地
区
に
各
時
代
に
わ
た
る
遺
物
を
発
見
さ
れ
、
そ
の
資
料
を
現
在
も

一
括
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
。
今
と
な

っ
て
は
得
が
た
い
市
街
地
資
料
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
準
備
さ
れ
た
発
掘
調
査
で
な

図15 遺跡の位置

(1・ 城北遺跡、2・ 大同寺、3・ 平の谷遺跡 )
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い
か
ら
、
検
討
を
要
す
る
点
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
大
き
く
こ
れ
ら
の
遺
物
と
出
土
地
点
を
総
合
し
て
、
早
く
人
の
居
住
を
促
し
た
砂
堆
の
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

市
街
地
の
母
体
と
海
浜
地
形
を
知
る
上
に
役
立
つ
と
お
も
う
。
吉
備
氏
に
は
厚
く
そ
の
労
を
感
謝
申
し
上
げ
、
資
料
の

一
部
で
あ
る
が
収
録
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（遺
物
出
土
地
点

。
図
１７
）

①
・　
卜
半
町

・
板
屋
町
の
電
話
線
架
設
工
事
の
際
に
出
土
し
た
。
表
土
約
九
〇
セ
ン
チ
が
瓦
を
含
ん
だ
砂
礫
層
、
そ
の
下
約
九
〇
セ
ン
チ
粘
土
、
以
下
土
器
包
含

層
。
塩
壷

・
土
錘

・
土
師
器
片

・
須
恵
器
片

（杯

・
高
杯

。
壺
）。

②
一　
鷺
ノ
森
　
一死
豊
通
宝

（二
枚
）

。
シ
ジ
ミ
・
ウ
ミ
ニ
ナ

・
ホ
ラ

・
ホ
タ
テ
員

・
サ
ル
ボ
ウ

・
ク
ル
ミ

・
カ
シ
。
九
軒
丁
な
ら
鷺
ノ
森
別
院
東
側
道
路
に
か
け

て
土
器
の
分
布
が
密
で
あ
る
。
土
師
器

・
須
恵
器
。

③
　
城
北
小
学
校
北
側
　
鷺
ノ
森
別
院
の
間
に
窯
跡
五
基
。
窯
内
に
砂
充
満
、
用
途
不
明
。

④
　
朝
椋
神
社
　
須
恵
器
高
杯
脚
部
。
神
社
北
側
の
道
を
隔
て
て
西
釘
貫
町
二
丁
目
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
西
北
約

一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
は
、
地
下

一
二
〇
セ
ン
チ
で
無
遺
物
の
砂
層
と
な
る
。

⑤
　
西
大
工
町
　
土
師
質
小
皿

・
土
師
器
破
片
　
専
光
寺
東
側
の
道
路
交
差
点
の
地
下

一
二
〇
セ
ン
チ
で
、
サ
ル
ボ
ウ
の
貝
層

（厚
さ
約
二
〇
セ
ン
チ
）
が
二

・

七
メ
ー
ト
ル
程
度
続
い
て
い
た
。
土
師
器
片
採
集
。

⑥
　
北
大
工
町
　
土
師
器
片
。

⑦
・
東
釘
貫
丁
二
丁
目
　
弥
生
武
土
器
片

（後
期
）

。
土
師
器
片

・
須
恵
器
片
。

⑧
・
教
仙
橋
西
詣
西
側
　
須
恵
器
杯
破
片
。

⑨
　
博
労
丁

（城
北
小
学
校
西
）

叩
き
石
。

⑩
　
旅
籠
町
　
須
恵
器
。

①
　
山
吹
町
　
弥
生
武
土
器

（後
期
）
底
部
。

な
お
、
城
北
遺
跡

（鷺
ノ
森
遺
跡
）
に
つ
い
て
は
、

『あ
さ
も
』
２
巻
５
号
に
吉
備
氏
に
よ
っ
て

一
部
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
「紀
北
古
文
化

へ
の

一
考
察
」
）
が
、

何
分
共
謄
写
刷
で
少
数
部
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
、
吉
備
氏
の
了
解
を
得
て
こ
こ
に
記
載
し
た
。

２
　
岡
ノ
宮
古
墳
　
こ
の
古
墳
は
、
刺
田
彦
神
社

（岡
ノ
宮
）
境
内
砂
丘
麓
に
あ
っ
た
が
、
今
は
全
く
埋
没
し
て
い
る
。
古
墳
が
検
出
さ
れ
た
際
の
事
情
は

『和
歌
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山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
第

一
一

韓
に
記
載
さ
れ
て
い
る
３
石
西
忠

一
「岡
ノ
宮
古
墳
し
。

そ
の
概
要
は

『
和
歌
山
市
要
』
Ｔ
Ｉ
（
一
頁
）に
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
七
０
×

一
八
０
×
高
さ

一
〇
八
セ

ン
チ
程
度
の
石
零

（堅
穴
式
，
）
で
、
須
恵
器

・
十
師

器
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
時
期
は
、
須
恵
器
の
型
式
か

ら
み
る
と
七
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
．．

な
お
、
岡
の
宮
古
墳
の
東
南
に
あ
る
車
坂
を
、
明
治

末
年
に
、
手
平
変
電
所
敷
地
造
成
工
事
の
た
め
土
砂
採

取
中
に
、
古
墳
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
が
、
遺
物

・
遺

構
は
詳
細
で
な

い
。

以
上
、
城
北
地
区
は

一
応
弥
生
時
代
後
期
ご
ろ
か
為

古
墳
時
代
に
か
け
て
、
鷺
ノ
森
砂
洲
の
陸
化
と
と
も
に

海
浜
生
活
を
営
む
に
好
条
件
の
環
境
を
与
え
、
土
錘

・図16 城北地区出土の叩き石など

0

を

学校‐

□
□
□
国
需
置
□〓
〓

□

□

口

□
ll

森
院

ノ鷺
別
　
２

劃

¬

＼よ3/

城北小学校

」
~

城北公園

メ117 城北地区i童 物出土地点
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図20 城北地区出土遺物
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道 物  名 胎 土 焼   成 調色 整 形 出 土 地  (第 図 ) 考備

図 18- １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

‐２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

２３

・

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐‐

図 19-

弥生式土器

土 師 器

弥生式土器

土 師 器

須恵器

IL   器

士師質土器

〃 (塩壺 )

″ (塩壺 )

良

2～ 3 mmの 砂粒少量

並

や や 砂 質

1～ 3mmの長石1位を多量

微 細 砂 粒 若 千

並

並

1～ 2 ШJの砂粒若千

や や 砂 質

砂

砂

や や 砂

質

質

質

良

並

良

lL

並

長石粒若干含む

並

並

並

良

良

良

良

良

良

良

細砂粒少量含む

良

細 砂 粒 若 千

砂      質

砂      質

並

並

や や 軟

並

や や 軟

並

並

軟

や や 軟

並

軟

や や 軟

軟

良

並

優

並

軟

良

良

良

並

良

良

良

並

良

並

並

良

良

良

並

並

調務を帯し喫

色

色

褐

灰黄

淡 黄 灰 色

淡 赤 褐 色

淡 赤 褐 色

淡 赤 褐 色

明るい赤褐色

赫 柿 睫籠

淡 赤 褐 色

赤

灰

灰

灰

灰

色

色

灰

褐

黄

赤

色

色

灰

暗

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

灰

白

白 色

色

色

色

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

黄

暗

淡 黄 灰 色

暗 黄 灰 色

淡 赤 褐 色

"滞
此艶

淡 赤 褐 色

淡 赤 褐 色

黄

灰

灰

白

外面 タタキ

脚下端外面ハケ内面ヘ ラ

外面ヘ ラ ミガキ
′

鰤 口部内面バケ内面ヘラ削り

粗  い ハ  ケ

内面ハケ、回部外面ナデ

ロ 部  ナ デ

外面ハケ、内面ヘ ラ

内 面 ナ テ

内 面 ナ デ

内 面 ナ デ

ナ     デ

ナ     デ

ナ     デ

ロ部十デ、体面外面指痕

fll

デ

ナデ、内面シポ リロ

ナ

ナ

ナ

デ

デ

デ

口部ナデ、内面底部布痕

外面ナデ 、内面布痕

口部ナデ、内面シボ リ目

外 面 ハ ケ ?

内 面 布 痕

山吹町 (11)

板屋町 (1)

鷺 ノ森 (2)

本町公園

板屋町 (1)

鷺 ノ森 (2)

城北橋北詰 (1南 )

鷺 ノ森 (2)

卜半町 (1)

鷺 ノ森 (2)

卜半町 (2)

朝椋社 (4)

鷺 ノ森 (2)

卜半町 (1)

専光寺東側 (2の 東方 )

鷺 ノ森 (2)

専光寺東側 (2の 東方 )

鷺 ノ森 (2)

城北橋北詰 (1の 南 )

鷺 ノ森 (2)

西鍛鍛屋町 (1と 2の 間

雑 賀町

鷺 ノ森 (2)

器壁 荒 れ あ り

器 壁荒 れ あ り

全体にやや磨耗

胎土に微量の雲母

器壁荒れあ り

ロクロ時計回り、邸 こ囲

櫛 目のあ とに沈線

復元径約 40cm、 櫛 6本

脚孔三角形′Ч方向直

'1(残

部 )

日部の約1/7

ロクロ時計回り焼きひずみあり

暗文渦文

上面 にスス付着

胎土に微量の雲母

底部砂粒状の小凹凸

塩壺 ?

塩壺 ?

12

13

14

石
・

J/N

砂

結

岩 両端にロロ打痕 、「]石 として も使用 (両 面 )

岩  外縁全面に叩打痕 、凹石 として も使用 (両 面 )

岩 両端に叩打痕片

鷺 ノ森 (2)

図19-15

16

17

18

19

20

図 20

石 製 錘

鉄 製 錘

棒 状 土 錘

有了し貝製品

円 筒 埴 輪

木 製 容 器

下   駄

士師質 、胎土やや砂質 、焼成軟、灰 白色

須恵質、胎土良、粗 いハケ      1-3 mmの 長石粒

竹釘使用 、部分的な焼痕 あ り、

連歯下駄お よび露卵下駄

本町公園

鷺 ノ森 (2)

雑 賀町

鷺 ノ森 (2)

160g

265g

(105)

内積約2603cc

表 1 城北地区出土遺物一覧
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サ
ル
ボ
ウ
等
に
依
っ
て
大
体
生
活
の
輪
画
が
得
ら
れ
、
関
戸
遺
跡
と
ほ
ぼ
時
期
を
重
ね
て
、

は
じ
め
は
漁
扮
生
活
者
の
ご
く
少
数
が
す
み
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
堀
川
以
東
畑
屋
敷

方
面
の
新
北
地
域
は
、
細
砂
の
深
層
で
あ
る
。
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
南
の
湊
地
区

も
同
様
で
あ
る
。

加
太

・
平
の
谷
遺
跡

淡
島
神
社
を
南
に
廻

っ
た
田
倉
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
部

（淡
島
神
社
よ
り
約
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
南
側
）
、
平
の
谷
の
人
口
南
側
の
丘
尾
稜
端
に
あ

っ
た
老
松
が
台
風
で
倒
れ
た
と
き
、
根

株
跡
に
直
径
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
大
き
な
穴
が
あ

い
た
。

そ
の
あ
と
は
す
で
に
攪
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
出
土
し
た
遺
物
を
あ

つ
め
て
、　
一
応
図
示
し

た

（図
２‐
）。

こ
の
地
点
は
、
海
岸
道
路
に
沿
う
数
メ
ー
ト
ル
の
低

い
尾
稜
端
で
あ
る
。
道
路
下
の
海
岸

は
、
波
状
の
岩
礁
が
連
続
す
る
。
満
潮
時
に
は
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
道
路
下
に
砂
浜
を

残
す
だ
け
に
な
る
。
こ
の
地
点
か
ら
背
後
に
狭
い
谷
が
斜
め
に
奥
深
く
入
っ
で
お
り
、
池
に

尽
き
る
。
も
と
は
池
が
か
り
の
山
田
で
、
風
波
を
さ
け
る
た
め
に
は
絶
好
の
谷
間
で
あ
る
。

現
在
は
人
口
に

一
軒
民
家
が
あ
る
。

遺
物
は
倒
伏
し
た
松
の
根
土
に
固
く
入
っ
て
お
り
、
若
千
の
本
炭
片
が
混
り
、
櫂
鉢
状
に

な
っ
た
穴
の
底
や
側
面
に
は
地
山
の
も
ろ
い
岩
の
破
片
が
散
乱
し
て
、　
一
部
焼
変
を
お
も
わ

せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
確
か
で
な
い
。
図
示
し
た
石
器
が
混
在
し
て
い
る
が
、
付
近
の
岩
と

は
石
質
が
異
な
る
。
製
塩
土
器
は
、
や
や
尖
底
気
味
の
九
底
を
も
つ
も
の
で
、
古
墳
時
代
後

葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
多

い
。
図
２‐
の
７
は
奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
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図21 平の谷遺跡出遺物(1～ 10・ 製塩土器、11・ 須恵器 )
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こ
の
と
き
の
調
査
は
、
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
連
絡
を
う
け
て
、
田
中
敬
忠
氏
と
共
に
お
こ
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

大
同
寺
の
握
り
仏

南
叡
山
大
同
寺
、
銅
製
蔵
骨
器
で
著
名
な
大
同
寺
に
宝
塔
形
の
土
塔

・
泥
塔
、
俗
に

「握
り
仏
」
と
い
う

一
握
り
程
度
の
泥
土
を
焼
き
か
た
め
た
も
の
が
、
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
る
。
宝
珠
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。
寺
内

一
帯
、
本
堂
の
西
北
に
あ
る
経
塚
山
か
ら
も
出
土
す
る
。

本
堂
の
一暴
に
は

「握
仏
堂
」
と
呼
ば
れ
る
小
堂
が
あ

っ
て
、
多
く
の
握
り
仏
が
う
す
暗
い
格
子
の
奥
に
の
ぞ
か
れ
る
。
慈
覚
大
師
が
当
寺
で
如
法
経
の
修
行
を
さ
れ

た
時
、
自
ら
泥
を
握
り
か
た
め
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
、
た
め
に
慈
覚
大
師
は
八
万
四
千
の
大
日
如
来
を
拝
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

平
安
時
代
の
文
献
に

「
八
万
四
千
の
泥
塔
を
供
養
す
る
」
な
ど
み
え
て
、
起
源
は
遠
く

イ
ン
ド
に
あ
り
、
泥
に
香
抹
を
混
ぜ
六
寸
ば
か
り
の
泥
塔
を
つ
く
る
風
習
か
ら
始

っ
て
い

る
ら
し
い
。
日
本
の
平
安
時
代
以
降
の
泥
塔
に
は
、
底
に
孔
を
穿
ち
真
言
を
納
入
す
る
も

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
¨
』
［
¨
智
『
螂
「
悧
利
¨
一
は
制
い
時
¨
彙
〔
一
［
一
一
『
寺
の
も
の
は
平
面
が
四

村
民
が
病
気
の
と
き
、
平
癒
祈
願
に
こ
れ
を
借
り
て
か
え
り
、
平
癒
し
て
お
礼
詣
り
に

か
え
す
習
俗
が
あ
る
と
ぃ
う
。
泥
塔
法

・
泥
塔
供
と
も

い
い
、
こ
の
法
は
減
罪

・
息
災

・

延
命
の
た
め
に
泥
塔
を
供
養
す
る
。

こ
の
法
式
が
言
わ
ず
語
ら
ず
民
間
の
習
俗
に
な
じ
ん

だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
さ
は
三
～
五
セ
ン
チ
程
度
で
、
三
種
類
ほ
ど
に
わ
け
ら
れ
る
。
大

型
の
も
の
は
、
表
に
梵
字
（
バ
ン

。
大
日
）
、
一異
に
座
仏

・
立
仏
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
り
、

握
り
仏
の
名
称
が
こ

，」
か
ら
お
こ
る
ら
し

い
。
以
上
、
先
学
の

所
見
に
よ
る
と
こ
ろ

が

大
き
い
。

大同寺 握夕、(約 7/10大 )
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